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分生子柄が 無色，生育温度 が 10〜55℃

で あ る ア ス ペ ル ギ ル ス 属 の 新規微生物

（ダ イ キ ン 工業）

リゾープ ス 属 の菌を生育し易 くした 変り

麹 の 製造法 （新潟県）

ト リコ ロ
ー

マ 属菌を 3％ 以 上 の で ん 粉類

　　　　　 を含む培地で，遇気撹拌培養す る菌根形

　　　　　 成菌類 の 培養方法 （武 田薬品）

昭 61−54396 キ ノ コ 菌 を接種 した 培養基を電 場処理 す

　　　　　　る キ ノ コ の 栽培方法 （鶴見曹達）

（微工 砺　川村杉生）

（微工 研　染谷淳
一郎）

9．　 廃　水 　処　理

1．Vastewater　 Treatment

9−1　活性汚泥 法およびその 変法

　活性汚泥の 糸状性 バ ル キ ン グの 原因とな る基質 に つ

い て 検討 した．乳 酸 ， 酢酸お よ び グル コ
ース を含 む合

成廃水は，バ ル キ ングを 著 しく促進した．特 に乳酸 の

場合 80皿 9／1 添加， 4〜 6 日の 培養で ，バ ル キ ン グ

が 発生 した，バ ル キ ン グ汚泥 は乳酸消費能力が著 しく

増大 した．1’ 一方， 低級脂肪酸が蓄積 した り，代謝さ

れた りす る よ うな嫌気／好気 プ ロ セ ス を用 い て処理す

る と， 糸状性細菌 の 増 殖 は抑制 さ れた．！）

　ガ ス 廃液活性汚泥処理 の バ ル キ ン グに つ い て ， 実設

備 の 実態 調査，再現実験を行 っ た ．非糸状菌性 （活性

型 ， 不活性型）お よび糸状菌性 の 3 タ イ プ に 分類 し ，

現象 ， 原因 ， 対策技術などを明らかに した．3｝

　活性汚泥処理 工 程 に 曝気槽 の
一

部ある い は一
定時間

活性汚泥 を嫌気状態 に す る，制限曝気式等処理 法 に お

い て は，糸状性微生物 の 増殖抑制 ，
SVI の 低下 ， 脱窒

素お よ び脱 リン 効果 に優 れて い る．回遊式間欠曝気法

に よ る生活排水の 実証規模で の 処理実va，e 　10　1の 曝気

糟を用 い た グル コ ース 合成排水の 回分式活性汚泥処理

実Wt，　S》

お よ び好 気 活性汚泥 法 と嫌気 ・好気活性汚泥

法 の 室内規模の 比較実験
6）

に お い て，汚泥の 沈降性な

ど上記 の 効果 が実証 さ れ た．

　活性汚泥中の 低栄養性細菌の 構成比 の 変化を，
SVI

と の 関係 に着目 して調査した，SVi が 160付近で 菌群

構成 が 著 し く異 な り，SVI 　 l60以上 で は 低栄養性細菌

の 比率が 減少し，バ ル キ ン グ の 発生 が 予想 で きた ．7）

26か所 の 実 プ ラ ン ト活性汚 泥 中の 嫌気性菌 （通性 お よ

び絶対）は 4．0× 108〜2．　5× 109個／MLSS 存在し， 培

養50日 で 寒天平板上 に コ ロ ニ ーを形成した．そ の 嫌気

性菌 は 7 日間曝気 して も生 存 した ・SVI　 200以 下で は ，

菌数と SVI の 間 に相関があ っ た．　e）

　フ ロ ッ ク形成細菌 n 。．5 株は 非常に 大きな沈降性 の

良い 菌で ， 実験室 規模 の 曝気槽 に 種汚泥 と して 添加す

る と，
BOD 除去能およ び 沈降性の 良い 活性汚泥を得

た．こ の 菌 は活性汚泥 の 3％存在した．大規模の 曝気

槽 に こ の 菌を 添加 した 場 合も汚泥 の 沈 降性 が 非常に 改

善 され た．9）

　市販の タ ン パ ク 分解酵素 ア ク チ ナ
ー

ゼ E で 活性汚泥

を処理 し，低速で 遠心分離 して 得 た上澄液か ら，2 株

の ア ク チ ナーゼ E 感 受性 フ ロ ッ ク形成菌を 分離 した．

こ の 菌は フ ロ ッ ク形成 に少量 の カ ル シ ウム イ オ ン を要

求す るが ， 増殖 速度 に は影響 しな い ，こ の 菌の フ ロ
ッ

ク は ア ク チ ナ
ーゼ だ けで な く，

EDTA に よ っ て も完全

に は分散せ ず ， 蒸留水中で 分散 した．10）

　微生物産生凝集剤 の 生産菌の 検索 と Ritodococcus

erythroP ・lisの 生 産 す る 凝集剤 の 有効利用分野に つ い

て 検討 した．R ・erythroPO2is の 培養液に よ る被凝集対

象を検討 した と こ ろ，微生物，活性汚泥，ア オ コ ，ヘ ドロ
，

土 壌濁水，力 才 リン 等広範囲に 凝集活性を認 めた ．ま

た Ca2＋

等の 多価陽 イ オ ン の 共存は 凝集効果 を 促 進

した．こ の凝集剤の生産条件を検討 した 結果，水溶性

糖類 に お いて 菌体量 お よ び 凝集活性が 高 く，オ リ
ーブ

油 で は 菌体量は増大 した が 活性 は低か っ た．また N

源， pH ，通 気 ， 熱安定性な どに つ い て 検討 した．1］’12］

　活性汚泥 の 固定 化 材 に
’
PVA を 使用 した・PVA と活

性汚泥 を 混 合 した 後，− 20℃ ，24時間以上冷凍す る

PVA 一
冷凍法と，飽和ホ ウ酸溶液中に ビ ーズ 状 に滴下

させ た後 ， 24時間緩速か くは ん 状態下で PVA の ゲル

化 を行 う PVA 一
ホ ウ酸法 に つ い て ，そ の 最適固 定化

条件を 検討 した．ま た 合成廃水 を 用い て 処理実験を行
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い ，動力学恒数を 決定 した．13’14｝

　み かん缶詰工 場廃水中の ペ ク チ ン を分解する ために ，

Ert“ iフzia 　carotover α　FERM 　P−7546 を 使用 し，活性汚

泥処理の 前処理 と した．N ，　P お よ び K を 補添 し ，
　DO

を一定に保 っ て処理し，
COD 除去率10％，ウ ロ ン酸除

去率84％を得た．粗酵素を用 い て 処理 す る と，24時間

以内 に ペ ク チ ン は 4 〜5量体にまで 分解された．また
，

P ・卿 励 勿 611辮 を用 いて 前処理 し， 活性汚泥処理 した

結果，70％ の COD 除去率を 得た．　i5’i6 ）

　活性汚泥法に お ける微生物濃度の 評価手法 と各種管

理 指標を比較検討 し，そ の 制御へ の 適用 に つ いて 展 望

した ．MLSS を 工 学的手法 に よ り迅 速 か つ 再現性 よ く

測定する方法 ， あ る い は活性汚泥微生物 の 生物活性度

で 濃度評価す る方法 が有効で あ っ た．17 ）

　高濃度酸素を用い た H 型 散気装置に よ る 間接循環 曝

気法の 実用的知見を得た．本法はとくに 固液分離の 難

しい 高濃度高負荷処理 の，活性汚泥法や流動床に有望

で ある．Is ）

　15か所の 下水処理場 の 活性汚泥 に つ い て
， 処理特性

調査を行 っ た．分散型の 汚泥で は除去速度は大きい が，

処理時間の 経過 に 伴 っ て 汚泥 の 代謝 生成物が溶出 し，

処理水質は悪化 した 。

一
方 ， 凝集型 の 汚泥で は そ の 逆

の パ タ
ー

ン で あ っ た．分散型 の 汚泥 も曝気に よ っ て 酸

化を 進め る と ， 凝集型 の パ タ
ー

ン に変化 した．　19，

　各種食品工場に つ い て
，

工 程別排水 の 排水量 ， 水質

な どの 調査 ， 排水処理 施設 の 機能調査，廃棄物 の 排出

量，特性な どの 調査を 実施 し，排 出量 の 削減策 に つ い

て 検討 した．排水の 問題 点 と ク ロ
ーズ ド化の 可 能性を

検討した 食品工 場 は ， 昆布加工 r2
°）

ゆ で麺製造，an 製

菓，22
’23
製 糖，

24
憤 物工場

25＞

で ある．

　低濃度 ， 低負荷か ら馴養 した 活 性汚泥 を用 い
，

フ ェ

ノ
ール 廃水を流加方式で 処理 した． TOC −SS 負荷量

0．123（kg／kg／日 ）まで 安定 して 処理で き た．実験結果

は基質阻害を含まない 動力学式 に適合 した．フ z ノ
ー

ル に よ り損傷を 受けた 活性汚泥 に
，

フ ェ ノ
ー

ル 分解細

菌剤を添加した とこ ろ， 短期間 に 分解活性 が 回復 し

た．26）

　 5 か 所の下水処理活性汚泥か ら粘性多糖を抽 出 し，

そ の 糖組成 を 比較した． 主 な 組成 は ラ ム ノ ース （12−

18％），マ ン ノ
ー

ス （14−21％），ガ ラク ト
ー

ス （16−19

％），グル コ
ー

ス （15−23％）で あ っ た．1G日間好気消

化 した 時の 粘性 多糖 の 回 収率 は46％ で ，糖組成 は変化

しなか っ た　．2v

　焼酎醸造や 甘藷デ ン プ ン 製造は季節産業で ，そ の 操

業開始 時の 廃水処理 を ス ム ーズ に 行う必要が あ る．そ

の ため ， 微細バ イオ マ ス から凝集沈殿に よ っ て 活性フ

ロ ッ クを形成させ ，廃液に 馴養させ て 活性汚泥とす る

こ とを 検討した．凝集条件や組 み込 み 活性汚泥細菌等

に つ い て 検討した後， 連続処理実験を行 っ た結果 ， 約

10日で焼酎蒸留廃液の 処理 に 対応で きる活性汚泥を得

た．28，29）

　浄化槽 に おける単独処理と合併処理 の 技術的に みた

特質に つ い て 検討 した，水質上の 特性，講造お よ び 維

持管 理 上 の 特性，機能 の 定量的比較な ど を行 っ た・s°）

9−2 生物膜法

　従来の 浸漬ろ床 に構造的工夫を加えて ， 高負荷運 転

が 可能な方式を開発する こ とを 目的 と して ， 中間規模

の 装置で 実験 した．ポ ン プ循環 とエ ジ ェ クター方式 に

よ る エ ア レ
ーシ ョ ン に よ っ て 動 力効 率 1．47kgO2 ／

kwh を得た．　BOD 負荷 3〜5　kg／m3 ・日程度の 高負荷

で 下水を処理で きた が ， 処理水中の SS が 多く，凝集

処理等を必要とした．処 理状態の 判定に は ， 下毛目個

体数が良好な指標 で ある．また，高負荷運転下に おい

て も，生 物相 の 多様性は 活性汚泥よ りもか な り高か っ

た．Sl・32）

　豚舎排水を メ タ ン発酵した 後の 消化液の 効率的な処

理法を解明す るた め，活性汚泥法，回転円板法 ， 浸漬

ろ床法の 3種 浄化法の 性能比較， お よ び 可 動式浸漬ろ

床法に よ る実証実験を 行 っ た．生物膜法の 方が高負荷

処理に 対 して も BOD 除去率が急激に は低下 しな か っ

た．特に 窒素の 除去率は活性汚泥法の 2 倍以上 を示 し

た，33）

　動物の 大腸 の 蠕動運動を模した 新型 の 分離機を 用 い

て ，豚舎排水 中の 微 細粒子を含む固 形物の 分離 に よ る

汚濁物質 の 減量化と，そ の ろ 液の 浄化実験を行 っ た．

豚舎排水 と余剰汚泥の 同時固液分離を行い
，
les　” m 以

下の 微細粒子を分離する こ とが で きた．S4）

　高濃度廃水 を 化学
一
生物処理 した， 2次処 理水 の

BOD を 30mg ／1以下 に す る た め ， 浸漬生物膜処理を

3 次処理とす る実験を行 っ た ．入 口 BOD 濃度 は 300

mg ／」以下，　BOD 面積負荷は 2g ／m2 ・d 以下 が必要で ，

pH 　9．　O−12．5 で 処理 に 影響 しな か っ た．35 ）

　下水処理 を対象 と して 土壌覆蓋型の 好気性固定生物

膜法に おけ る ， 土 壌覆蓋の 効果に つ い て 検討 した．そ

の 結果， キ チ ン 分解菌と亜硝酸菌が増加 した が，処理

水質，汚泥発 生，浄化活性等に対す る効果 は見 られ な

か つ た．36）
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　測定された RBC の基質消費速度は，　Fickの拡散方

程式 か ら誘導 され た酸素移動係数 に 比 例す る こ とが 分

か っ た，こ の 基質消費速度は山根 らの 無次元酸素移動

係数 の 1／2乗 に比例 し，
こ の 関係は RBC の ス ケ

ー
ル

ア ッ プ に 対応で きる可能性 がある．3V

9−3 有害・難分解物質の 処理

　 ピートを充て ん した バ イ オ フ ィ ル タ に よ る H2S 除

去 につ い て検討した．馴養後の フ ィ ル タ から通性独立

栄養細菌 Thiobaciiltts　intermedius を分離した．本菌

の 液体培養系で の H ，S 除去速 度 は 1．4xlO
−13

　g−H2S ・

S／h／ce11 で あり，pH 　3以 上 で 増殖 した．定常状態に お 、

ける フ ィ ル タ 内 で の 菌数 は流入 H2S 濃度 に 比 例 し

た．3e）

　 ピートに よ る NH3 の 除去は ピ
ー

ト中の 腐植質の 官

能基 に よる主 に 物理化学吸着で 進行 した．NH3 吸着容

量 は 10〜209 −N ／kg−dry　peat で ，そ の 値は Ca（OH ）2

等の 塩基で ピー
トを中和する こ とに よ り減少 した．ピ

ー
トに 好気性消化 し尿汚泥を 撤布 し，硝化菌を 接種 し

た と こ ろ ， 良好 に硝化反 応 が進行 した．負荷量 を 48時

間硝化量よ り求め た硝化能の 約70％とす る と， 長期間

安定 して NH3 を 除去 し得た．　：9）

　活性汚泥よ り PVA 分解 に 関与 する 3 種の 細菌，

PVA 分解菌 （Pseudo ” zonas 　
・vesicularis 　var ．　pevaloly・

ticzas　PH 株）， ？VA 分解支持菌 （Flawobacteriu” t　sp ・

PSH 株 ）お よ び PVA 鹸化 菌を分 離 した，　PH 株 は酵

母 エ キ ス ある い は Bl と シ ス チ ン ，イ ソ ロ イ シ ン
， チ

ロ シ ン を同時に 基礎 PVA 培地 に 加えれば，単独 で

PVA を 分解した．そ の 増殖速度お よ び PVA 分解速

度 は，PVA 馴養活性汚泥お よ び PSH 株 と の 混合培養

よ り大きか っ た．‘ °）

　酵母 LzPomyces 　starkeri に よ る除草剤パ ラ コ
ー

ト，

ダ イ コ ートの分解 性を 調 べ た．こ の 酵母 は 唯
一

の 窒素

源として 両除草剤を含む合成培地 に増殖 し，対数増殖

期 で こ れ らを消費 した ．対数増殖期細胞 の タ ン パ ク質

含量 は定常細胞 に比 べ て高く， そ の組成 は窒素源の 種

類 に よ り異 な っ た・41 ）

　 9−4　窒 素 ・リ ン処理

　返送汚泥比 100％ お よ び循環比 （返 送汚泥比 十 混合

液循環比）ユ75％ の 生物学的硝化脱窒法に よ り，下水

処理実施設 で 運転した結果 ，
い ず れ の 場合 も70％ 程 度

の 窒 素除去率を得 た．プ ロ セ ス に お け る窒 素 の 挙 動 と

収支 か ら，脱窒槽で 硝化 と脱窒 が起 こ っ て い る こ とが

分か っ た．こ の脱窒量が全脱窒量に占める割合は，前

者 で 63％，後者で 33％で あ っ た．a2＞

　汚泥熱処理分離液 の 硝化液循環法に よる処理 につ い

て 検討した．反応槽の 嫌気および好気部分の 構成比率

を 1 ：3 と し， 混合液循環比200％以 上 ， 返送汚泥比100

％ ，
MLSS 　6

，
000　m 　gfl と高濃度で 運転し良好な結果

を得た．TN −SS 負荷 O．　01・vO ．05kg ／kg・日 の 範囲で ，

TN 除去率75％を得た．43 ）

　断続接触ば っ 気槽 に よ る窒素除去機能 に つ い て 検討

した．本装置は負荷変動 に対 して 安定で ，脱窒率70〜

80％を得 た，最適運転条件は，TOC 負荷量 O・　25　kg −

TOC ／m3 ・臼 ，
TN 負荷量 0．025　kg−TN ／m3 ・日 ，空気量

851／槽容積 m3 ／分 ， ぱ っ 気時間とばっ 気停止時間がそ

れぞ れ30分毎の 場合で あ っ た・44冫

　 し尿消化脱離液の接触 エ ァ レ
ーシ ∋ ン 法 に よ る処理

に お い て ，基質濃度が 硝化 に 及 ぼ す影響 に つ い て検討

した．基質濃度は硝化過程 の 確立に 影響する こ と ，
15

g／m2 ・日 以 下 の ア ン モ ニ ア 性窒素負荷で ア ル カ リ度

補注す る と 100％の 硝化が可能な こ と，系内の 硝化 は

一
次逐次反応で 進行する こ となど が わ か っ た．45）

　生物膜 内の 平均的な硝化 ， 有機物酸化活性度 を ， 飽

和関数お よび Logistic関数 で 表示 し，硝化 ・脱窒同 時

反 応の シ ミュレ ーシ
ョ

ン を行 っ た．実験で得られた硝

化，脱窒パ ターン が再現で き， 回転円板法 に よ る硝化

・脱窒同時反応を定量化す る こ とが で きた．46 ）

　回分お よび連続培養活性汚泥 の 増殖特性につ い て比

較 した．回分汚泥 で は グル コ ー
ス 取り込み時 の 急速 な

酸素吸収に よ る，汚泥混合液 DO の 減少がみ られ た．

ま た連続汚泥 に 比 ベ リ ン放出を伴 っ た有機物取 り込み

系 な ど， 嫌気条件下 にお ける代謝能の 発達がみられた．

こ の取り込 み 系の 発達 は汚泥中ポ リ リ ン 酸含量 の 増加

に つ な が り，増殖 に 直接共役 して い ない 有機物 の 取 り

込 み はバ ル キ ン グ抑制 に 関係す る もの と考察した．47 ）

　既存下水処理 施設 の空気量 を変更 した時 の ，窒素 ・

リン 除去 に つ い て 検討 した ．エ ァ レ
ー

シ ョ ン タ ン ク内

の DO 平均値と流出水 NO3 −N 濃度の 間 に正 の 相関

が みられた．回帰式から NOs −N 検出限界値と して の

DO は 0．　24　mg ／l とな っ た ．硝化速度 は空 気 量 が 多

い ほ ど大き く， 最高 O．8mg ／g−SS ・h で あり，脱窒速

度は DO 平均値 0・5mg ／1 の 時 ， 最大値 0．4mg ／9
−

SS ・h を 示 した．4s｝

　ス テ ッ プ注入 に よ る生物学的 リ ン ・窒 素 同時 除 去法

の 処理効率 の 改善法を検討した，リン 除去 に 関して ，
ス テ ッ プ 流入比 2 ：1 の 時， 完全嫌気槽 へ 流入 する
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BOD 負荷の 減少が ， リ ン 除去能 に 悪影響を 与え る こ

と は な か っ た ．窒素除去 に関 して ス テ ッ プ流入法は ，

冬期 の SRT の増大が容易で ，ア ル カ リ剤の 添加や硝

化液 の 循環を行わな くて も，全窒素除去率の 向上が図

れ た．49）

　Chlorella　pyrenoidosaの 増殖と各態窒素 ， リン の 利

用 に 対する ， 窒素， リン 濃度と組成比 の影響につ い て

検討 した．本菌 に よ る窒 素，リ ン の 除去率は N ＝・lrng

71，P ＝0．1mg ／1 の時最も高 く， 亜硝酸態窒素 ， 硝酸

態窒素，ア ン モ ニ ア 態窒素， 尿素態窒素，リン 酸態 リ

ン
， 溶存性有機態 リ ン の 除去率 は，そ れぞ れ98，100，

97， 99， 98， 95％で あ っ た．50）

9−5 嫌気性処理

　Met ／ianobacteriw 〃n 　ther7noautotrePhicum に よ る メ

タ ン生産 に お い て ，硫化水素に替わ りうる硫黄源 を 検

索 した 結果，シ ス テ イ ン と メ チ オ ニ ン あ る い はチ オ硫

酸 ソ
ー
ダが有効で あ っ た．シ ス テ イ ン 1mM とチ オ 硫

酸 ソ
ーダ 2mM を用 い，基質 ガス （H2／Co2＝4／1　v ／v ）

を連 続供給 した 培養で ，0．35h一工

の 比増殖速度を 得

た．5P

　中温消化汚泥に よ る2一メ トキ シ エ タ ノール の 分解 に

つ い て 検討 した．そ の 分解は（1）2一メ トキ シ エ タ ノ
ー

ル → メ トキシ 酢酸→ グ リコ
ー

ル 酸 → メ タ ン 十炭酸ガ ス
，

（2）2一メ トキ シ エ タノ
ー

ル → エ チ レ ン グ リコ
ー

ル → エ

タ ノ
ール ＋ 酢酸 → 酢酸 → メ タ ン ＋ 炭酸ガ ス ，の 少なく

とも二 つ の 経路を通 っ て 進行 し ， 2経路の 選択割合 は

pH と温度に よ り変化 した．52，

　畜舎廃水の 嫌気性消化 に 及ぼす硫酸塩の 影響を検討

した．硫酸塩の 添加は プ ロ ピオ ン 酸 の 分解を 著 し く促

進 した が ， 酢酸 に は効果がなか っ た．乳酸 ， 酪酸 ，
エ

タ ノ
ー

ル は硫酸塩の 存在 に 関係 な く分解 した．水素 の

存在は硫酸還 元 ，
メ タ ン 生成を促進 した が，脂肪酸の

分解を 遅 らせ た．硫 酸 還 元 用 の 電 子供 与体 と して の 酢

酸 の 寄与は非常に低 か っ た．53 》

　高濃度菌体保持 リア クタ
ー

と して 開発 した段塔型嫌

気性 リァ ク ターの 処理 特性を，デ ン プ ン含有廃水を 用

い て検討した．初発菌体濃度 5mg −VSSfml ，温度 20

℃，HRT 　30　h
，
　TOC 負荷 O．　8　9／1・日 の 下で ， 溶解性

TOC 除去率 は29日 後に 90％以上 と なり， 116日後 に は

98％ に 達 した．154日後の リア ク ター内平均菌体濃度

は 23mg −VSS ／ml で あ っ た・54》

　 馴養種汚泥を ポ リア ク リル 酸系吸水性樹脂に 包括固

定 し， 連続消化試験を 行 っ た．180 日 間に わ た り安定

した処理結果を得た．20〜37℃ の 間で 温度依存性は

ほ とん どみられな か っ た ．固定菌体量 は樹脂 lg 当 た

り 200mg が 適当で あ り，架橋用塩化 カ ル シ ウ ム が樹

脂 の 1／5重量必要で あ っ た．s5）

　抗火石を用 い た嫌気性ろ床に よ る，ク ラ フ トパ ル プ

廃水 エ バ ボ レ
ー

ターコ ン デ ン セ ー
トか らの メ タ ン 生産

を検討 した．コ ン デ ン セ ートは直接で は メ タ ン 発酵を

阻害 した が，限外ろ過 お よ び pH 　3で の 前処理で 阻害物

質を 除 くこ と に よ り，発酵は可能 とな っ た．HRTO ．64

日 ，
BOD 負荷 5．07kg ／m3 ・日 の 条件下 で，　BOD 除去

率91・　590，原液メ タノ
ー

ル 濃度に 対する理論ガ ス 収率

82−−8790Vを 得た．s6 ）

　嫌気性流動床によ る初沈下水の 連続処理を行 い，下

水処理 に適用す る可能性を確認 した．BOD 除去率は

HRT 　3 〜 4 時間で 70〜80％ で あり HRT 約40分で も

か な りの 有機物除去が期待で きた．メ タ ン生成は良好

で あ り，残存揮発性有機物濃度も約 8mg ／1 と低い値

で あ っ た こ とか ら， メ タ ン生 成 よ りも酸生 成反 応が 律

速 で ある と判断した．57）

　嫌気性流動床 内における ，
SS 性有機物の液化 ・加水

分解，溶解性 COD
、 ， か らの 有機酸生成，有機酸から

の メ タ ン 生成 の 3 段 階 反 応 につ い て 速 度 論 的解析 を行

い
， 速度式 に 必要 なパ ラメ

ー
タ
ー

を求 め た．本法 に よ

る下水処理 の最適滞留時間は ，
15〜30℃ に お い て 3 〜

4 時間で ある こ と等を 確認 した．5s ）

　 嫌気性流動床内で の 菌体増殖量 を ， 担体相互 の 衝突

・接触に よ る自然剥離量とバ ラ ン ス させ る こ とに よ り

膜厚の 制御や 余剰汚泥 の 引 き抜き等 が不 要とな る運転

条件を検討した．転換率が0．03〜0．1の範囲 にお い て ，

メ ン テ ナ ン ス フ リ
ー
条件を満足 させ る汚泥負荷は，ろ

材 がゼ オ ラ イ ト， 硅 砂 の 場合は O．02〜0．2，CB ろ材で

は 0．2〜O．　67　kg −COD ／kg −VSS ・日で あ っ tt．　se，

　 メ タ ン 菌固着 ハ ニ カ ム 固定床 に よ る希薄有機性廃水

の 処理を行 っ た．滞留時間0．5〜2．0日，流入 TOC 濃

度500mg／♂に対して
，
TOC 除去率50〜90％，

メ タ ン 転

換率0，16〜O．　33　CH ，
−C ・g／流入 TOC ・g の 結果を 得

た．また実験結果から流入有機物 の 分解速度式 を 導出

する簡易手法を提案 した．6°）

　 TOC 濃度1，000お よ び 3，　OOO　mg ／l の 廃水を 用い
，

嫌気性 フ ィ ル タ
ー

の 処理性能に 及ぼ す廃水濃度の 影響

を 調べ た．同
一

容積負荷量 に お い て 高濃度廃水の 有機

物除去率 お よび ガ ス 発生速度 は ， 常 に 低濃度廃水の 場

合よ り高か っ た．また処理水に流出す る浮遊物質量が ，

高濃度廃水の 場合 に は低 濃度廃水の 場合 に 比 べ
， 常に
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低 く保 たれ た．6D

　短時日の 非定常実験で 得られた リン 収支と TOC 除

去およびガ ス 発生の デ
ー

タか ら， 嫌気性循環 ろ床の 浄

化 能を動力学的に 解析した．0。10〜 0．66g／1・日 の T −

TOC 負荷量の 範囲に お い て ，　 T −TOC 負荷量と T −

TOC 除去量　の 間に 　dlr／dt＝O．　950　es・sl／V
，
　 T −

TOC 負荷量とガ ス 発生量の 間 に dG ／dt≡O．　282　es・ls

／7 ＋ O．　014 の 関係式を 得た・62）

　嫌気性循環ろ床法 に より， フ ェ ノ
ー

ル 含有廃水 （フ

ェ ノール 濃度約 1，100mg ／1）は ，
フ ェ ノ

ー
ル 容積負

荷量 0．35　g／l・日 の 条件で ，
2．4〜 11・2mg ／1 まで 処 理

さ れ た．短時 日 の 非定常実験で 得 られた TOC 除去，
フ

ェ ノ
ー

ル 除去，リン 収支およびガ ス 発生 の デ
ータ から，

そ の 浄化機能の 因子解析と動力学解析 を行 っ た．53 ’

9−6　汚泥処 理

　メ タ ン 発酵 プロ セ ス に つ い て ， メ タ ン 発酵槽の 容積

効率 ， 発生 ガ ス の エ ネ ル ギー有 効利 用率，エ ネル ギー

収率を解析 し，エ ネル ギー収率向上の た め の 具体的方

法を提案 した． 

　汚泥の 二 相嫌気性消 化モ デ ル の 動力学式を導出 した．

こ の モ デ ル の 妥当性を検証する た め，消化 の 不調時の

実 デ
ー

タ を 用い て シ ミュ レ
ー

シ ョ ン を行い ， 実用上十

分 な精度を有 す る こ とが わか っ た．こ の 結果酸敗時の

効果的復旧を可 能 とする 動的計 画法等 の 適 用 に よ る，

制御系開発の 活路が 開けた．65 ）

　余剰汚泥を 60℃
， 2時間の 条件で 熱処理 した 汚泥

と， 初沈汚泥 の 混合汚泥を ，
20m3 の 卵形 槽で 中温 消

化した．熱変性に よ り，消化ガ ス 発生量は 約30％増加

した が，メタ ン 濃度 に は変化がなか っ た．熱変性効果

は，タ ン パ ク質 の 加水分解促進 に 伴う低級脂肪酸 の 生

成と ， 酸発酵促進 が 中心で あ っ た．66＞

　下水汚泥の 好 気 性お よび 嫌 気性消化実験を，回分式

と半連統式で 行 い，汚泥の 沈降性を 調べ た．活性汚泥

と混合汚泥 の 回分式好気性消化で は，
SVIa 時聞 は消化

後期に 急激 に 低下 し，こ の 時の 両汚泥 の 有機物分解率

は 最終 分解率の そ れ ぞ れ 約 65，約 80％で あ っ た。混合

汚泥の 嫌気性消化の 場合，回分式で は消化の 進行に よ

り SVI24時間 は低 下 した が，半連続式 で は HRT が 長

い ほ ど沈降性が 悪化 した・57冫

　下水汚泥の 嫌気性消化プ ロ セ ス に お ける 活性炭の 添

加効果に つ い て 検討 した。適正有機物負荷条件下 にお

い て 活性炭 1，000mg ／l の 添加 に よ り，消化反 応速度

は 高ま っ た が，拠入有機物当た りの 消化ガ ス 発生量 は

増大しな か っ た ，高有機物負荷条件下 に お い て もそ の

添加 に よ り， 酸生成 お よびメ タ ン 生成反応 は共に約15

％促進 した，鰤

　活性汚泥 の コ ン ポス ト化反応速度 に 及 ぼ すバ ル キ ン

グ材 （籾殻）の投入効果を，汚泥分解速度お よ び微生

物相の 変化から調べ た．バ ル キ ン グ材 の 投入量が多い

ほ ど好熱性細菌の増加は顕著で あり，汚泥の 分解速度

が大 き くな っ た．また汚泥乾燥重 量 当たりめ CQ2 発

生速度は大 とな っ た．一
方で ， 装置内で の 汚泥分解 の

容積効率を低下 させ る の で ，そ の 投入量 に は最適値 が

ある こ とがわか っ た．fig）

　 コ ン ポス ト化過程中の 主要構成成分 の，物理的お よ

び化学的変化の 相関関係を追 試 した ，物理 的変化 と し

て の 崩壊度と化学的変化として の全窒素，
C／N 比，水

溶性リグ ニ ン
， ア ル カ リ可溶性リグ ニ ン との 間に 強い

相関関係を認 め た．T°）

　好気性 し尿処理施設か らの 余剰汚泥に つ い て ， 副 材

料を用 い な い ， 切 り返 し機付き密閉型パ イ ロ ッ トプ ラ

ン トに よる コ ン ポ ス ト化試験を 実施 した．乾燥処理 に

比較して ， 40％程度 の 燃料節約 がで き，発酵日数は 従

来型 の1／2程 度で あ っ た．71］

　凍結融解処理 に よ り下水余剰汚泥 の 固液分離特性 に

著 しい 改善 が みられた．汚泥 の 中心 温度が冷凍庫温度

と等し くな っ た 時点で そ の 効果 は最大 とな っ た．冷凍

温度
一定の 場合，冷凍庫 の 温度範 囲 （− 6°〜− 30℃ ）で

は ， 凍結融解処理 の効果 に差異は なか っ た．72）

　下水汚泥ケ
ーキ の 電子線照射 に よ る殺菌効果 に つ い

て 検討した 。汚泥層を 電子 線 が十分 透過 で きる 厚 さ に

す る限り，酸素非存在下で は菌 の 残存率は線量 の 増加

とともに減少し， 層 の厚さに依存しな か っ た．また線

量率20KGy ／h から 65　MGy ／h，エ ネル ギ ー0，5か ら 2

MeV の 範囲内で ，
こ れ らに対する依存性 もなか っ た．73）

　遠心 濃縮法な ど に よ り下水汚泥の 消化槽投入濃度を

5 ％前後に 高め ， 効率よ く嫌気性消化を 行わ せ る 高濃

度消化法 に つ い て ， 実験装置お よ び 実施設 にお い て 検

討 した．適 正 な消化 日数 ・有機物負荷， 適正 な か くは

ん方法 ・必要かくはん強度，2次槽の 必要性， 洗浄槽

の 必要性等につ い て ，
ガ ス 発生率， 有機物減少率 （消

化率），槽内水質指標　（pH ・ORP ・
有機酸 濃度 等） 消

化汚泥の 沈降濃縮性，脱水性等を 指標 と して 評価 し

た．74−7e ，

9−T その他

　パ ッ クブ ン
， テ ィ ラ ピ ァ を 用い た水耕栽培型 水処理
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装 置 と食糧生産 に つ い て 検討 した．7η

　水中に 混入 して い る微量の ウ ィル ス を効率よ く濃縮

する 条件を検討 した，ポ リオ ゥイ ル ス 1型 を用 い ，セ

ル ロ
ー

ス 系 フ ィ ル タ
ー

とゼ
ー

タ
ープ ラ ス 電位 を も っ た

フ ィ ル タ
ー

につ い て ， 吸着と誘出 に関与する要因を 3

要 因 3 水準 の ラ テ ソ 方格法 で解析した．7s）

また，下水

汚泥 に つ い て ，ウ イル ス 学的 な 安全性の 評 価す る方法

を確立するた め，汚泥 に ポ リオ ゥ ィル ス を吸着 させ ，

吸着 した ウ イル ス を 効率よ く誘出 させ る 条件 を 検討

した．7s｝
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富 士 電 気  

荏原 イ ン フ イ

ル コ  

  日立製作所

有機性廃水 の 生物学　　荏原イ ン フ ィ

的処理方法　　　　　　 ル コ  

廃水処理方法 久保田鉄工  

廃水を 処理す る方法　　久保 田 鉄工  

廃水 の 生物学的脱窒　　荏 原 イ ン フ ィ

素法お よ び そ の 装置 　 ル コ  

有機性廃棄物 の 処理　　 日立プ ラ ン ト

方法　　　　　　　　建設  

汚水処理 装置

オ キ シデ
ー

シ ョ ンデ
ィ ッ チ に よ る汚水処
理 方法

日立プ ラ ン ト

建設  

久保田鉄工  

清水等 の 供給 に 伴う活性汚泥濃度の 低下お よ び処

理水量 の 増大を招くこ とな く， 消泡処理を効率良

く行え るよ うに する こ とを目的とした深槽式曝気

槽．

高濃度 の し尿 お よ び 2 次処理引抜汚泥を混合攪拌
し，コ ロ イ ド成分を吸着 させ 固液分離 した 後 ， 上

澄液を 2次処理 す る こ とを特徴とす る処理法．

嫌気槽，脱窒槽，硝化糟か らな る生物学的脱窒 ，

脱リ ン 装置で ， 硝化槽の 生物固定手段と して 回転

円板装置を用い る こ とを特徴 とする．

混 合液 の 微 生物濃度が 15，000ppm 以上，温 度が
25℃ 〜37℃ の 反応槽内に お い て ，溶存酸素濃度
を 0．4mg ／1以 下 と ，

2mg ／1 以上との 2 段階に 交
互 に生起 させ る こ とに よ っ て BOD の 除去 ， 硝化，
脱窒 を 同

一の 反 応 槽 内で 行 う こ とを特徴 とす る 廃

水処理方法．

曝気槽水面から放出され る曝気排 ガ ス 中の 酸素分

圧 と ， 曝気槽に供給され る ガス 中の 酸素分圧 との

分圧差と ， 曝気ガス 量から得られ る補正 係数 との

積 を制御変数 と した溶存酵素の 制御方法．

有機性廃液を処理す る に 際し， 少なくとも 2段 の

曝気 部 か ら成 り，後段 の 曝気部 に お け る活性汚泥

混合液の
一

部を 前段 の 曝気部 に 返 送す る こ とを特
徴 と する処理 法．

曝気槽 へ の 流入 水 中の 有機汚染物質濃度と総窒素
濃度の 比を18〜35の範囲に維持するよ うに ， 前記

流入水：C窒素源および炭素源の 少な くとも
一

方を

添加する こ とに より，
SVI を最小範囲に保持す る

こ とを特徴とす る制御方法．

嫌気工 程 ， 曝気工 程 ， 汚泥 の 浮上濃縮工 程か らな

る処 理方法に おい て ，浮上濃縮工 程で 得 られた 浮
上汚泥を曝気工 程 に返送 し， 更 に該曝気工 程 の 混

合液の 少な くと も一部を嫌気工 程へ 返送する こ と
を特徴 とす る方法．

流動床式微生物処理法 にお い て
， 処理槽の 上 部 と

下部とを連絡する循環経路を設 け， 酸素を 溶解 さ

せ て 上部か ら下部 へ 循環液を導入 す る と共 に ，原

廃水を 流動床の 途中か ら流入させ る こ とを特徴 と

す る 方法．

は じめ に嫌気状態 の 槽で ，次 に 好気状態 の槽で 微
生物処理す る流動床式の 処理方法 に お いて， 所定

量処理後 に嫌気状態と好気状態 を切 り換n る とと

もに ， 通水経路もは じめ に嫌気状態 ， 次 IC好気状

態 とな るよ うに 変え る こ とを特徴 とす る処理方法，

連 通 され て い る脱窒 素工 程 と，硝化工 程とか らな

る生 物学的 脱 窒 素法 にお い て ，脱窒 素液を ポ ン プ

で 強 制的に 硝化 工 程 に循環せ しめ る とともに ，循
環 液 流 を 利 用 して エ ァ レ

ーシ ョ ン を生起せ しめ る

こ とを特徴 とす る．

酸生成工 程とガ ス 化工 程から成る 2相式嫌気性消

化法に おい て ，
ガ ス 化工 程から発生する消化 ス ラ

リーを ア ル カ リ性雰 囲気で 加温減圧濃縮 し， 酸生
成工程 に添加す る こ とを特徴とする方法．

活性炭 に鉄化合物を含浸させ た後酸化 して 形成 し

た もの を ， 好気性菌を含む微生物 の ，付着磁性担

体として 用 い た移動床型生物処理 装置．磁性担体
を磁性炉過媒体で 補促 し

， 生物膜の 剥離除去な ど

を 行う．

曝気 J 攪伴機能が発揮 され るPt　1 の表面曝気装置
と ，

m 一
タを 上 下 させ せ る こ と に よ り曝気 攪拝

機能あ るい は攪拝機能 の み が発揮 さ れ る第 2の表
面曝気装置とを 設けた ， オ キ シ デ

ーシ ョ ン デ ィ ッ

チに よ る汚水処理方法．

昭61−12760

昭 61−15760

昭 61−−17558

昭61−−17559

昭61−19320

昭61−20356

昭61−20357

昭61−20358

昭61−24078

昭61−24079

昭61−25439

昭61−25440

昭61−26436

昭 61−26437
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活性汚泥法に よる脱　　橋 本
窒

・
脱燐方法

奨

廃水 の 処理方法並 び　　大　 阪　 市
に そ の 装置

有機性物質を含む排　 大篠津食品工

水 の生物学的処理方　　業 

法

同　 上 同　上

高濃度有機性廃水の 　　三 機 工 業  

処理方法

活性汚泥処理プ ロ セ

ス に お ける汚泥引抜
流量制御方法

有機性物質を含む廃
水 の 生物学的処 理 方
法

同　上

同 　上

同　上

廃水 の 生物学的脱 リ
ン 方法

脱窒 ・脱燐活性汚泥

法

三 菱 電 気  

大篠津食品工

同　上

同　上

同　上

日立プ ラ ン ト

建設 

橋 本 奨

汚水中の N ，P 除去　　  西原環境衛
装置 　　　　　　 　　生研究所

廃棄物埋立地浸出汚
水 の生 物学的脱窒素
方法

排水の 生物学的脱窒
素および脱 リン 法

荏原 イ ン フ イ

ル コ  

荏原イ ン フ ィ

ル コ  

脱窒槽 ， 好気槽を有する循環型の処理装置で ， 沈
殿槽 で 分離した 活性汚泥を嫌気状態で 濃縮処理 し，

脱離液に 石灰を混和 して か ら第
一

沈殿槽に 戻す こ

とを特徴とす る方法．

炭酸ガ ス 発 生速度測定装置に よ り曝気槽か らの 炭
酸 ガ ス 発生速度を測定 し，放流水の BOD 値を 所

定 の 値に 調節す る よ う に 処理 す る こ とを特徴とす
る 廃水の 処理法，お よ び装 置．

同
一

また は類似 の汚濁成分 よ りな る中高濃度廃水
と中低濃度廃水 の うち ， 中低濃度廃水は嫌気処理

後好気処理 し， 中高濃度廃水は嫌気処理 を行 っ た

後 ， 両処理液を混合し好気処理する こ とを特徴と

す る処理方法．

同上の 廃水 の うち，中低濃度廃水は嫌気処理後好
気処理 し，中高濃度廃水は 嫌気処理を 行 っ た後，
両 処理 液を混合 し，固 液分離装置を経た 後好気処
理 す る こ とを特徴とす る処理 方法．

有機質濃度の 高い 廃水を処理す る方法 にお い て ，

流入廃水 に酸を添加 し pH 　5．5 以 下 で 微生物処
理 した 後 ， 微細 ス ク リ

ーン で 炉過 し， 選択分離膜
を有す る膜分離器を透過 し処理水を 系外 に 排 出 し ，

未透過残部を前段 に 循環 させ る こ とを特徴 と する

処理方法。

下水処理場の 活性汚泥処理 プ ロ セ ス に おいて ， 曝
気槽と最終沈澱池 に存在する活性汚泥の ， 汚泥平
均滞留時間お よ び汚泥総量を

一
定化する た め の 汚

泥引抜流量制御方法 に 関す る．

有機性物質を含む廃水 を 調整槽か ら嫌気槽，凝集
剤を添加す る こ とか らな る 凝集分離装置へ 送り処
理 す る方法に お い て 、嫌気槽で 乳酸菌属細菌等を

増殖 させ る こ とな ど を 特徴とす る処理方法．

昭61−・28398の 処理方法に 関連 した ， 嫌気性汚泥 ，

お よ び好気性汚泥の 処理方法に 関す る．

調 整 槽，嫌気槽，曝気槽，沈降分離槽か らな る 処
理方法に お い て ，嫌気槽お よ び 曝気槽内の 廃水 の

死穫甜翻嬲騰簸子餐鸚蹴寧砦
処理 方法，

調整槽 ， 嫌気槽， 分離装置，曝気槽 ， 沈降分離槽
か らな る処理法に お い て ，嫌気槽 お よ び 曝気槽内
の 廃水の 一部をそ れぞ れ別の 活性化 タ ン ク に 取 り
出 し活性化した 後，そ れ ぞ れ の 槽へ 戻す こ とを特
徴 とす る処理方法．

微生物が 付着可能な 支持体を具備 した 反応槽を設
け， 原廃水を流入 せ しめ た 後攪拝 し，所定時間後
曝気攪伴を行い

， さらに 所定時間後曝気を停止 し，

上澄水を排出し，こ れらの 操作を繰返 し行うこ と
を特徴 とす る方法

ee　1 固液分離工 程，硝化 工 程，脱窒工 程，第 2 固
液分離工 程，汚泥濃縮工 程，濃縮汚泥返 送工 程 を

包含 し，上 記全工 程 に お ける 汚泥中ICは大理石 と

硫黄 との 微細砕粒子 が含有 されて な る脱窒 ・脱燐
活性汚泥法．

押 し出 し流 出法 に よ る嫌 気 処 理 とオ キ シ デ
ーシ ョ

ンデ ィ チ 法 に よ る 処理 とが単
一の 槽内で 遂 行 され

る よ うに構成 しtt　N ，　 P 除 去装 置 に 関 す る．

有機性廃棄物の 埋立地か ら浸出す る汚水を硝化工

程 に導い た後， 該硝化液の 一部を前記 廃棄物埋立

地 に循環 させ る こ とを特徴 とす る方法，

嫌気工 程 ， 硝化工 程，脱窒素工 程を
一

単元 として

こ れを複数段直列 に連結 して ，最終脱窒素工 程以
外 の 脱窒素工 程と嫌気工 程とに 原水を分割注入す
る こ とを特徴 とする方法．

昭61−26438

日召61−28397

昭61−28398

日召61−28399

昭61−28400

昭61−29793

昭 61−29794

昭 61−29795

昭61−29796

目召61−29797

昭 61−29798

昭 61−29799

日召61−29800

日召61−32080

日召61−33638
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有機性廃液の 処理方　　荏原 イ ン フ ィ

法　　　　　　　　　 ル コ  

接触酸化処理装置 溝 田 工 業  

ユ ニ
ッ ト型 流動担体　　   協立有機工

生物処理装置　　　　 業研究所

汚水の 生物学的処理
装置

栗 田 工 業  

汚水の 生物学的処理 　　日 立プ ラ ン ト

方法　　　　　　　　 建設  

汚水中の 窒素 ・リン

同時除去方法

高効率曝気方法

活性汚泥処理 装置

水処理装置

同　上

汚水浄化装置

汚水処理方法

汚水処理装置

汚水処理装置

生 物学的 に 分解 し得
る 物を 含有 す る液 体
を 微 生 物の 培 養 によ

っ て 処 理 す る方法

固形分一液体分離装
置

（財）工 業開発
研究所
  タ　ク　マ

日立プ ラ ン ト

建設  

日 立 プ ラ ン ト

建設  

日 本鋼 管  

同　上

  タ　 ク　マ

（財）工 業開発
研究所

同　上

新明和工 業  

ル

・
リ
テ

ア

ル

ト
ミ

リ
カ
ス

リ

ペ

ミ

ダ
・

ン

ケ
ン

ス

ド

イ
・
イ

イ

ツ

上同

生物学的硝化脱窒素処理 に お い て ， 原液の一部を

最終脱窒部 に 添加し，該最終脱窒部 ま た は そ の 流

嬲簍誌赭髪綿轡蠶講毳齷覆笙
物 フ ロ ッ ク と共 に分離する こ とを特徴とす る処理

方法．

游床構造 に 起因する 乱 流 およ び生物膜の 過大 に 伴

う閉塞を防止 した縦紐状済材充填接触酸化槽．

廃水を担体 に着成さ せた 活性汚泥で 処理 す るた め

の コ ン パ ク トな 流動担体生物処理装置．上面長方
形の 角筒型槽を採用 した こ となどに特徴を有す る．

嫌気槽 ， 回転円板型処理装置を 有す る硝化脱窒槽，

好気槽， 固液分離槽お よ び汚泥 の 返送手段を 備 n

て な る処理装置，

嫌気処理お よび 好気処理を 行う生物学的窒素 ， リ

ン 処理方法 に お い て ，汚水 の
一部と返送汚泥を混

合 して 予 備嫌気処理 した後，残 りの 汚水と混 合 し，
嫌 気処理 お よび好気処理 を行 うこ とを特徴 とす る．

嫌気槽と好気槽との 間で 混合液 を循環 させ な がら
窒素，リンを除去する際 に ，嫌気槽内混合液を 抜
き出して こ れ に酸素を溶解させ ， 好気槽に 導入 し ，

好気槽内で 固液分離を行 うこ とを特徴 とす る方法．

02 含有ガ ス を曝気して 活性汚泥処理 を行 う際の

02 利用の 高効率化，特 に空気 よ り02 濃度の 高い

ガス を曝気する 酸素曝気方法にお ける 02 利用 の

高効率化に 関する．

超深層曝気槽と固液分離槽部との 間に ，超深層曝

気槽から流出する 混合液を水位差に よ っ て 衝突さ
せ る衝突板を 複数段有する脱気槽を付設 した こ と

を特徴とする処理装置．

第 1の 堅型曝気槽を浅 く， 第 2 堅型曝気槽を深 く

難宝蔀講彙鰐蠶讌翕響箜濯 警髻譽
し得る よ うに直列的に 接続 した 水処理装置に 関す
る．

同上の 水処理装置で ， 第 2の 堅 型 曝気槽 の ヘ
ッ ド

タ ン クを密閉型に 構成 した こ となどに特微を有す
る．

酸素ガ ス を 使 っ て 曝気を行う こ とに よ り，汚水 を

活性汚泥処理す るた め の 汚水浄化装置に 関する，

槽本体内に相互 に 隣接 して 形成された ， 汚泥ゾ
ー

ン およ びバ ブラ
ーゾーン を有す る などを特徴 と し

た 装置に 基づ く汚水処理方法．

槽本体内に相互 に隣接 して 形成された汚泥ゾーン

お よび バ ブ ラ
ーゾーン

， ある い は バ ブ ラ
ーゾーン

か ら汚泥 ゾーン へ 液体 を導 び くセ ト ラ管な どか ら
な る汚水処理装置．

表面 に 微生物膜を形成 させ た 固体粒子を処理槽内
に 流動 させ て ，汚水を酸化処理する装置に お い て ，
槽下部に ノ ズ ル を 設ける とともに，この ノ ズ ル 上

方 に案内筒を固定 し，前記ノ ズ ル に は 処理水圧送
手段を接続 して な る，汚水処理装置．

直接 ま た は間接的に 連通 した 下方に 延長 して い る

少 な く と も 2本 の ダ ク トを 有 し，該ダ ク トの 一
方

を 下 方 へ
， 他方を 上方 へ 流れ るよ うに 混 合液を 循

環 し，循環 流 中に 酸素含有 気 体を 導入 す る こ とを

特徴 とす る処 理方法，

同上の 2本の ダク トか らな る循環系 に ， そ の 上部
が下部よ りも大 きな 断面を 有す る浮上分離室 を設

け ， 循環系中の 溶解気体を 含有す る固形分
一

液体
混合物を 浮上 分離する 装置．

昭 61−・33639

昭61−・34876

昭61−34877

昭61−34878

il召61−34879

昭 61−34880

日召61−−35917

昭 61−35919

昭61−36473
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高濃度窒素含有廃水　　  三井三池製
の 脱窒法　　　　　　 作所

固形分
一

液体分離方
法

固形分一液体分離装
置

生物処 理 ば っ 気 槽装
置

硝化処理方法

し尿系汚水 の 処 理方
法

廃液処理 中の 液体か

ら気体を分離する方
法お よび装置

回 分式汚水処理装置

固液混合物 の 処理 装
置

汚水浄化方法

排水処理 槽

活性汚泥法 に よ る廃
水の 脱窒方法

活性汚泥法 に よる廃
水脱窒の 制御方法

活性汚泥法 に よ る廃
液の 処理 装置

触鑼i鶴蓑黷
置

活性汚泥法 に よ る廃
液の 処理法

イ ン ペ リヤ ル
・ケ ミカ ル

・
イ ン ダス ト リ
イ ス ・リ ミテ

ッ ド

同　上

横 田　一 秋

荏 原 イ ン フ イ

ル コ  

同　上

イ ン ペ リヤ ル

・
ケ ミカ ル ・

イ ン ダス ト リ
ーズ ・リミテ

ツ ド

宇 井　　 純

イ ン ペ リヤル

・ケ ミカ ル ・
イ ン ダ ス ト リ
イ ス ・ピー エ

ル シー

（財）工業開発
研究所

川崎重工 業 

新日本製鉄  

同　上

新 日鐵化学  

  鶴見 製作 所

新 日鐵化学 
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素
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発

活
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窒
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る

窒
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浮
脱

少
を
す

少なくとも 2本の ダク ト等か ら構成 される循環系
を 有する，深層 曝気装置に おけ る固液分離装置 に

関す る．

上昇 気泡 発生用 散気 管を底部に 有する 生物処理用
の 曝気槽 に，そ の 汚水浸 漬位置で 回転す る，能力

向上 を 目的 と した 回 転体を 設 け た 曝 気装置

ア ン モ ニ ア性窒素を含有 し，
BOD 　5　mg ／1以下の

原水 を 固定床方式 に よ っ て 硝化処理 す る方法 にお
い て ，硝化微 生物の 集殖期間中に 原水 に BOD 源

を 3〜20mg ／1 とな る よ う添加す る方法．

し尿系汚水を，マ グ ネ シ ウム 化合物また はマ グネ

笙易饑倉雛拐撃集鑵講挈齷鑒集嘉
して 固液分離 す る こ とを特徴 とす る，

深層曝気処理 混合液の 固液分離工 程 の 前 に，大気

圧以下に減圧す る こ とを特徴 とす る気体抜 き取 り
工 程に付す方法およ び そ の 装置．

サ ボ ニ ウ ス 型風車の 出力を 利用 した 風車曝気装置
と，電動力を利用 した 電 力曝気装 置 とを 共 軛 的に

使用する こ とを 特徴 とす る．

深層 曝 気 式活性汚泥 法 に おい て
， 分離さ れ た 活性

汚泥固形物の 上向流側ダ ク トへ の 返 送 に特徴 を有
す る．

単一の槽内で 曝気か ら脱窒素 ， 脱 リン およ び最終

沈殿を行うこ とが で きる よ うに した連続式の 汚水
浄化方法．

単
一

の 槽 に て 押出し流れ状態 と完全混合状態 とを

適宜設定で き，かつ 好気状態，嫌気状態を適宜設
定で きる下水 そ の 他 の 排水 を処理す る排水処理槽
に 関す る．

カ ル シ ウム イ オ ン を添加し， かつ 糖類 ， 蛋 白質 ，

脂質 の一種以上に ， ア ル コ
ール 類， ケ トン 類 の一

種 以上を加 え て 添加 し，脱窒処理 す る こ とを特徴
とす る方法．

脱窒槽内の 汚泥溶液を 槽外 に採取 し，酸化還 元電
位 が一

定電位に 達す るまで の 時間を測定 し，そ の

測定値 に よ り脱窒状態を制御する こ とを特徴とす
る方法，

曝気槽 と該曝気槽に 連設 され，か つ 下部 に 傾斜壁
を有する 沈降槽 とよ りな る 処理装置に お い て ，エ

ア リフ ト導管の 作用に よ り沈降槽内液を 環流 させ ，
汚泥 の 堆積を防止す る こ とを特徴とす る．

沈殿槽か ら曝気槽へ 渦巻 ポ ン プを用 い て 汚泥を返
送する に あた り，ポ ン プ に 導入 され る空気 量を調

整す る こ とに よ り，汚泥類返送量を任意 に 増減さ

せ る よ う構成 した こ とを 特徴 とす る 装置．

耐酸性活性汚泥 の 固 定床を設 け た 前 曝 気 槽，活性
汚泥の 存在す る 主曝 気槽，沈殿槽か らな り，沈降
した 活牲汚泥を エ ァ リフ トに よ り主曝気槽 に 返送
する こ とを 特徴とす る．
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廃水処理方法

窒素を含む有機性廃
液の 処理方法

排水を処理す る方法

廃水処理方法

下水処理 方法

亜 硫酸含有廃水の 処
理方法

有機性汚水浄化方法

同　上

三 弁東圧化学
 

日 立 プ ラ ン ト

建設  

三菱樹脂 エ ン

ジ ニ ア リン グ

 

  　ク　 ラ　 レ

久保 田鉄工  

住友重機 エ ン
バ イ ロ テ ッ ク
 

山陽国策パ ル

プ 

岡 田 産 業  

同 　上

有機性排水の 生物学　　荏原 イ ン フ イ

的処理法 　 　 　 　 ル コ  

生物濾過装置

水処理方法

久保田鉄工  

同　上

循環水路式活性汚泥　　  西原環境衛
処理装置　　　　　　　生研究所

生化学的に分解可能
な 廃物を 嫌気性消化
処理す るた め の 方法
及び 装置

廃水の生物学的脱窒
素装置

活性汚泥処理 プ ロ セ

ス の水質制御方法

バ イ オ メカ ；

ク ス ・リ ミテ

ッ ド

荏原 イ ン フ イ

ル コ  

日 新 電 機  

廃水を活性汚泥処理する際，曝気槽中に 粉末活性
炭を共存させ る方法 に お い て，曝気槽内の 活性汚
泥濃度と活性炭濃度 の 和を 25

，
000ppm 以上とし，

かつ 活性炭濃度を 20，　OOO　ppm 以上とする こ とを

特徴とす る．

酸生成 工 程，ガ ス 化 工 程か らな る 嫌気性消化方法
に よ り，窒素を含む有機性廃液を処 理 する 方法に

お い て ，ガ ス 化 工 程 の 後に 好気反 応 工 程 を 設 け，
該好気工 程中の 上澄液の 一部を酸生成工 程に循環
す る こ とを特徴 とする．

BOD 濃厚排水を可溶化槽， 光合成細菌処理槽お
よ び多段式活牲汚泥 処理 装置に よ り浄化する に あ

た り， 第 2段目以降で 発生する余剰活性汚泥を 第
1段目の活性汚泥処理槽 へ 返送する こ とを特徴と
する処理方法．

活性汚泥を用い て廃水を処理する方法に おい て ，
活性汚泥の 沈降促進剤 と して マ ン ガ ン 砂，マ ン ガ

ン ゼ オ ラ イ ト，の 少 くと も一
つ を処理系に 添加す

る こ と を特徴とする ．

外槽 と こ の 外槽 内 に 設 け られ た 内槽 とに よ っ て 構
成 さ れ た密 閉型 の 曝 気 槽で 下水処理 す る 方法に お
い て ， 内槽 へ 吹 き込 む 酸 素濃 度を 30〜80％程度に

調節 す る こ とを特徴 とする．

亜硫酸含有廃水 を メ タ ン 醸酵法で 処理するに あた

っ て ， 廃水を予め 2段曝気 し亜硫酸を除去する こ

とを特徴とする．

有機性汚水の 活性汚泥処理に おい て ， 沈降汚泥の

残部を汚泥消化槽に 移送 し消化 した後，汚泥貯留
槽に 移送 し活性を保 たせ て おき，処理状況に 応 じ

て 流 量調整 槽に 返 送する こ とを特微 とす る 処理 法．

同上 の 処理 法の 汚泥の貯留を兼ね る 汚泥消化槽に ，

土 壌 菌 の 繁殖 した土 壌 を 満た した 浸出箱 を 配置す
る こ と を特 徴 とす る処 理 法．

ア ン モ ニ ァ 性窒素を濃厚 に含む有機性廃水を嫌気
工 程と好気工 程 とか らなる処理 プ ロ セ ス で 処理す
る に あたり，加圧 浮上 工 程で最終的に 固液分離 し ，

分離濃縮された活性汚泥の少なくと も一部を前記
嫌気工 程 に返送す る こ とを特徴とす る処理法．

散気部と濾材充填部とからなる生物濾過装置で ，
散気部 の 上面 に散水器を臨ませ ，こ の 散水器 に 濾
材充填部処理水 の 循環パ イ プ を接続 した こ とを 特
徴とす る．

深 層曝気式活性汚泥処理 に お い て ，汚 泥 を 浮上 分
離 槽 に お い て 浮上 させ，浮上汚 泥を オ ーバ ーフ ロ

ー
式取出路で 回収 して 処理 槽へ 還 元 供給す る水処

理方法 に 関す る，

特に ， 酸素溶解効率 が高 く水路内の 攪伴を効果的
に 行え る と ともに ， 製作 の 容易な 曝気用 ロ

ー
タ羽

根の構造に 関す る．

嫌気性消化処理 に おい て ，内容物を 効果的 に ガ ス

攪拝す るた めの 方法お よ び装置 に 関 す る．

脱窒素槽と硝化槽とを循環流路で 連通 せ しめ る と
ともに

， 酸素含有ガ ス 送入管を付設 した エ ア リフ

ト管を適所 に配備し，エ ア リフ ト作用 に よ り混合
液を循環させ る装置に 関する．

曝 気槽 に流入 す る汚水の 有機物濃度を 固定化微生
物電極 に よ り， ま た 曝気槽の 浮遊物濃度を浮遊物
濃度計に よ りそ れ ぞ れ測定 し，返送汚泥量を調整
す る こ とを 特徴 とす る 制御方法。
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深層型酸素曝気槽   日立製作所

し尿系汚水 の 処理方　　荏原 イ ン フ ィ

法　　　　　　　　　　ル コ  

廃水処理装置

メ タ ン ガ ス 発生装置

メ タ ン 発 酵装置

メ タ ン 発酵槽の 溢水
装置

メ タ ン 発 酵槽

同　上

水処理 装置

水処理 シ ス テ ム

荏原 イ ン フ イ

ル コ  

松下電器産業
 

同　上

同　上

同　上

同　上

日本 フ イル コ

ン  

東　 レ　  

し尿系汚水 の 処理方　　荏原 イ ン フ イ

法　　　　　　　　　 ル コ  
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10．　 単 位操作 ・動力学

Unit　Operation・Process　Dynamics

10−1 酸素移動

　多孔板付 き の 短 い ドラ フ トチ ュ
ーブを 複数個備え た

ガ ス か くはん 槽の KLa に 及 ぼ す 通 気空塔速度 ， 多孔

板の 孔径お よび 開孔比 の影響を検討した．そ の 結果，

孔径 5mm 以上，開孔比 5％以 上 の 多 孔 板の 場合，空

塔速度 4−15Ncm ／s の も とで の KLa は空 塔速 度の み

に よ り決定 され ， 多孔板 の幾何学的形状の影響は 少な

い こ とが わ か っ た．　t）

10−2 反応動力学

　Rlrodotorttla　glttti7sis内の 油脂蓄積を よ り定量的に

記述す る た め ， 速度論的お よ び エ ネ ル ギ
ー

的解析を行

っ た．当該酵母 に おけ る油脂の蓄積 は，速度論的因子

に よ っ て 律速され る こ と，およ び油脂の 蓄積 は 増殖 よ

り エ ネル ギ ー効 率 の高 い こ とが 明 らか に な っ た．2〕

　熱測 定ユ ニ
ッ ト中に培養容器 を持つ バ

ッ チ型熱量計

で 測定 され る微生物増殖 サ
ー

モ グ ラ ム の 計算機に よ る
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